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翻訳者紹介：姜栽洪 (JAE-HONG KANG、カン・ジェホン第9代韓国交通研究院院長)、韓国交通研究院は総理室傘下経済・人文社会研究機構所属の政府外郭研究機関
【 ハングル語版翻訳者序文 】
まるで子供が不慣れな歩き方をするように、北東アジア域内国家間の経済協力に対する論議がある。しかし、植民地時代の残滓と戦争の傷跡、そして長い冷戦と対立はお互いを遠ざけてきた。そのためか時々聞こえてくる地域開発銀行の主張は、歳月と一緒にその声が弱まってきている。当面のことは分からないのに、まして、遠い視野を持つということは本当に難しい。

しかし、今、今こそ朝鮮半島を取り巻く緊張流れが、徐々に解かれ、百年前と同じ国家勢力間の衝突ではなく、まさに商戦の時代、商人の時代が到来している感じである。対立と反目から、和解と疎通の時期に差し掛かかり、交通開発ビジョンとこれに対するインフラ構築が何より重要解決なことに思える。朝鮮半島周辺情勢はKEDO(朝鮮半島エネルギー開発機構)を越え、国際プロジェクトを通じた新しい多角的協力の枠を要求している。

北東アジアを連結する大陸鉄道事業のような超大型SOCの開発は莫大な資本投資を要する。 刀と矛をとかして鍬などを作るといった話である。平和と繁栄の時代早める北東アジア開発銀行設立のために一冊の本を執筆しようとした時に、日本から来られた千葉康弘教授との運命的出会いが、訳者にとって、むしろ北東アジア開発銀行と関連した彼の卓越した著書を翻訳する方と考えに変った。

もちろん彼の著書 “北東アジア経済協力の研究”は日本の視点を主に盛り込んでおり、特に 2部では日本海(東海)圏都市の立場からの北東アジア経済協力の重要性を記述している。この著書はまた著述した時点の問題で、今と同じ急激な情勢変化を反映できない限界がある。ただ、北東アジア開発銀行の実態を描き、その点に比重をおいて読んでいただきたい。

  過去、北東アジア域内国家の中で投資余力のある国は日本だけであった。 しかし、いまや中国だけでも外為保有高が 2兆ドルを超え、日本も長年の不況から脱し、回復基調を見せている。水到渠成、即ち、水が集まって水路を成すと言える。これからの東北アジア主要国は域内資金循環システムという水車を回すことができる豊かな水源池を持ったと言える。1868年、ライン川航海中央委員会が今のヨーロッパ連合(EU)になったように、国家間の共通利益を求め、経済協力の初期段階を準備するのが重要だと思われる。交通と物流、 インフラ事業の活発な展開のためには、北東アジア地域開発銀行は地域の安定と未来ビジョンにおいて、大きい意味を持つ。同時に日本東北沿岸地域に対する理解と新しい関心を通じて、東海(日本海)圏平和交流と北東アジア地域協力の論議がさらに活発になるきっかけになったらと思われる。

北東アジア開発銀行は、北朝鮮の交通インフラ開発においても重要な役割を担う。朝鮮半島を取り巻く4強と韓国の構図から出発し、究極的には北朝鮮内部のインフラ開発において、自発的な立場で変化できることを期待する。そして、北東アジア開発銀行が北東アジア地域の経済協力において、すべてを合わせる主体となって、アジア地域が大きな平和の中心地、そして、経済繁栄の壮大な波を作れればと切に願う。

  終りに専門家の視点からこの本の草稿を監督してくださったアン・ビョンミン北朝鮮交通情報センター長とウォン・ドンウク主任研究員に感謝を申し上げたい。

【 裏表紙 】
過去、北東アジア域内国家の中で投資余力のある国は日本だけであった。 しかし、いまや中国だけでも外為保有高が 2兆ドルを超え、日本も長年の不況から脱し、回復基調を見せている。水到渠成、即ち、水が集まって水路を成すと言える。これからの東北アジア主要国は域内資金循環システムという水車を回すことができる豊かな水源池を持ったと言える。1868年、ライン川航海中央委員会が今のヨーロッパ連合(EU)になったように、国家間の共通利益を求め、経済協力の初期段階を準備するのが重要だと思われる。交通と物流, インフラ事業の活発な展開のためには、北東アジア地域開発銀行は地域の安定と未来ビジョンにおいて、大きい意味を持つ。交通と物流、インフラ事業の活発な展開のためには、北東アジア地域開発銀行は地域の安定と未来ビジョンにおいて、大きい意味を持つ。
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